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議
員
紹
介

議

員

紹

介

　

４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

立
候
補
者
が
定
数
内
で
あ
っ
た

た
め
無
投
票
で
18
名
全
員
当
選

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
議
員
の
任
期
は
５
月
１
日

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
新
議
員
の
顔
ぶ
れ

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

議
席

番
号

氏
名

①住　　所
②電話番号
③生年月日
④職　　業
⑤所属政党

①上大領306番地45

②４０－５５２０
③昭和43年６月14日

④司法書士

⑤無所属

１
出で

口ぐ
ち  

芳よ
し

伸の
ぶ

①緑六丁目7番地1

②４４－４２２２
③昭和39年10月３日

④無職

⑤無所属

２
中な

か

村む
ら  

節せ
つ

子こ

①烏ケ森二丁目2番地1

②４０－６４６０
③昭和22年３月５日

④無職

⑤無所属

10  

塚つ
か

原は
ら  

良り
ょ
う

子こ

①仁良川1659番地

②４８－０９７７
③昭和21年７月４日

④会社役員

⑤無所属

16  

松ま
つ

本も
と  

賢け
ん

一い
ち　

①町田900番地

②４８－０３１４
③昭和24年１月22日

④農業

⑤無所属

９  
秋あ

き

山や
ま  

幸ゆ
き

男お

①祇園二丁目8番地2

②４４－６６２１
③昭和30年３月５日

④無職

⑤無所属

15  

磯い
そ

辺べ  

香か

代よ

①下古山752番地1

②５３－３５２８
③昭和25年３月19日

④農業

⑤無所属

８  

須す

藤ど
う  

勇い
さ
む

①大光寺一丁目3番5号

②５３－６６６１
③昭和14年４月16日

④無職

⑤無所属

14  

岩い
わ

永な
が  

博ひ
ろ

美み

①石橋895番地2

②５２－２１１５
③昭和33年４月24日

④会社役員

⑤公明党

７  

小こ

谷や

野の  

晴は
る

夫お

①上古山584番地

②５３－２１５７
③昭和22年10月27日

④農業

⑤無所属

13  

髙た
か

山や
ま  

利と
し

夫お
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議

員

紹

介

①中大領246番地

②５３－３２３６
③昭和25年12月23日

④会社役員

⑤無所属

６
石い

し

田だ  

陽よ
う

一い
ち

①駅東六丁目5番13号

②４４－０８８４
③昭和19年10月７日

④会社役員

⑤無所属

５
髙た

か

橋は
し  

芳よ
し

市い
ち

①小金井五丁目26番地14

②４４－００１６
③昭和25年９月27日

④酒販会社役員

⑤無所属

12  

野の

田だ  

善よ
し

一か
ず

①薬師寺1373番地

②４８－０２１７
③昭和34年１月20日

④農業

⑤無所属

４
大お

お

島し
ま  

昌ま
さ

弘ひ
ろ

①祇園五丁目11番地3

②４４－５４１８
③昭和23年９月１日

④無職

⑤無所属

18  

村む
ら

尾お  

光み
つ

子こ

①箕輪631番地4

②４４－２０２９
③昭和17年９月５日

④無職

⑤無所属

11  

若わ
か

林ば
や
し  

稔み
の
る

①大光寺二丁目19番1号

②５３－１４５８
③昭和21年７月13日

④自営業

⑤無所属

３  
柳や

な
ぎ

田た  

柳り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

①小金井二丁目3番地8

②４４－１５７５
③昭和19年４月８日

④会社役員

⑤無所属

17  

岡お
か

本も
と  

鉄て
つ

男お

議場での議席の配置

　

議
員
の
議
席
は
、
一
般
選
挙
後
最
初
の
会
議

で
議
長
が
指
定
し
ま
す
。
下
野
市
で
は
現
在
の

と
こ
ろ
、
当
選
回
数
の
少
な
い
方
か
ら
順
に

１
番
〜
18
番
と
し
、
当
選
回
数
が
同
じ
場
合
は

年
齢
の
若
い
順
か
ら
と
し
て
お
り
ま
す
。

各
議
席
に
あ
る
氏
名
標
に
は
議
席
番
号
・

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

大島 柳田

野田 若林
塚原 秋山 須藤 小谷野

中村 出口

石田

髙山
磯辺 岩永岡本 松本

村尾

発言者席

議長席

髙橋

演壇

傍
聴

席

①③

⑦⑧⑨⑩⑪⑫

⑬⑭⑮⑯⑰⑱

④

⑤

②

⑥
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第
２
回
臨
時
会

　

残
暑
厳
し
い
折
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
民
の
皆
様

に
は
市
議
会
活
動
に
対
し
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
は
５
月
15
日
の
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
並
び
に
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り

微
力
で
あ
り
ま
す
が
全
力
を
傾
注

し
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

下
野
市
が
誕
生
し
て
八
年
が
過

ぎ
、
ま
ち
づ
く
り
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
一

年
、
一
年
が
大
事
な
、
大
切
な
時

期
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
じ
市
民
よ
り
選
ば
れ
た
市
長

と
と
も
に
、
二
元
代
表
制
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
市
長
等
執
行
機
関
と

　

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
の

臨
時
会
が
５
月
15
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
市
議

会
の
人
事
を
行
い
、
議
長
に
松

本
賢
一
議
員
、
副
議
長
に
小
谷

野
晴
夫
議
員
が
選
挙
に
よ
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防

組
合
な
ど
一
部
事
務
組
合
議
会

議
員
が
選
出
さ
れ
、
各
常
任
委

員
会
・
議
会
運
営
員
会
・
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
委
員
構

成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
長
か
ら
監
査

委
員
の
選
任
同
意
案
１
件
・
専

決
処
分
の
承
認
４
件
・
一
般
会

計
補
正
予
算
案
１
件
の
計
６
件

が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 5月15日(木)5月15日(木)

平成26年 第２回平成26年 第２回

臨 時 会臨 時 会

松
本
賢
一
議
員
が
議
長
就
任

副
議
長
に
小
谷
野
晴
夫
議
員

就
任
ご
あ
い
さ
つ

の
健
全
な
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が

ら
、
ま
た
、
昨
年
10
月
に
制
定
い

た
し
ま
し
た
議
会
基
本
条
例
を
活

か
し
、
市
民
と
情
報
の
共
有
化
を

図
り
、
監
視
、
政
策
提
案
・
立
案

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
市
民
意

思
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
さ
ら
な

る
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
身
近
に
感
じ
、

信
頼
さ
れ
る
、
分
か
り
や
す
い
議

会
を
め
ざ
し
、
ま
た
、
皆
様
が
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
下
野
市
、

こ
こ
に
「
生
ま
れ
て
・
育
っ
て
・

住
み
続
け
て
」
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

松本賢一議長 小谷野晴夫副議長
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第
２
回
臨
時
会

監
査
委
員
の
選
任

一 部 事 務 組 合
議 員 を 選 出

岡本鉄男委員

　

下
野
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
議
員
選
出
の
委
員
と
し
て

岡
本
鉄
男
議
員
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
26
年
５
月
15
日

か
ら
議
員
の
任
期
の
平
成
30
年
４

月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
、

石
橋
地
区
消
防
組
合
、
及
び

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市

場
事
務
組
合
の
議
会
の
議
員

が
、
下
の
と
お
り
選
挙
に
よ

り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
26
年
５
月

15
日
か
ら
議
員
の
任
期
で
あ

る
平
成
30
年
４
月
30
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

２
月
14
日
、
15
日
の
記
録
的
大

雪
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
早
期
復

旧
を
支
援
す
る
た
め
、
３
月
定
例

会
で
議
決
し
た
予
算
措
置
に
国
及

び
県
の
助
成
を
加
え
、
改
め
て
再

建
費
用
へ
の
補
助
を
講
ず
る
も
の

で
す
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　

２
月
の
大
雪
等
に
よ
り
、
新
庁

舎
建
設
事
業
の
付
帯
工
事
に
遅
れ

が
生
じ
た
た
め
、
事
業
費
の
一
部

を
平
成
26
年
度
へ
繰
り
越
す
補
正

予
算
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
を
承

認
し
ま
し
た
。

■
下
野
市
税
条
例
の
一
部
改
正

■
下
野
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
改
正

■
下
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
専
決
処
分
で
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
こ
と
を
、
承

認
し
ま
し
た
。

※
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る

案
件
で
も
、
緊
急
を
要
し
議
会

を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
場
合
な
ど
、
市
長
が
議
決
を

経
ず
に
事
案
を
処
理
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
専

※

決
処
分
」
と
い
い
ま
す
。
専
決

処
分
を
行
っ
た
案
件
は
そ
の
後
、

議
会
に
対
し
承
認
を
求
め
ま
す
。

人
事

栃木県南公設地方
卸売市場事務組合

髙橋芳市（１人）

小山市、栃木市、下野市、壬生町、野木
町の３市２町で組織され、地方卸売市場
の設置及び管理運営に関する事務を共同
処理しています。

所在地：小山市大字下河原田954番地

小山広域保健衛生組合

須藤勇・秋山幸男・岡本鉄男
　(３人）

小山市、下野市、上三川町、野木町の２
市２町で組織され、各市町議会から計14
名が組合議員に選出されます。し尿処理・
ごみ処理に関する施設、斎場及び火葬場
の建設や管理運営に関する事務、休日急
患診療施設の管理運営等を共同処理して
います。
所在地：小山市大字塩沢604番地

専
決
処
分
の

承
認

平
成
26
年
度
補
正
予
算

農
業
施
設
の
大
雪
被
害

復
旧
支
援
費
を
予
算
計
上

■平成26年度補正予算

会 計 名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計（第１号） 7億7,100万円 239億1,100万円

石橋地区消防組合

若林稔・野田善一・髙山利夫・
小谷野晴夫・松本賢一（５人）

下野市、上三川町、壬生町の１市２町で
組織され、消防団長及び各市町議会から
計12名が組合議員として選出されます。
消防に関する事務(消防団を除く）、液化
石油ガス設備工事届の受理に関する事務
を共同処理しています。

所在地：下野市下石橋246番地1

※ 専決処分には他に、軽微な事案などで議会の議決を省略するものもあります。その場合、議会に
対して承認を求める必要はなく、報告をするだけとなります。
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第
２
回
臨
時
会

委員会構成
　

現
代
社
会
は
、
そ
の
進
展
が
目

ま
ぐ
る
し
く
、
問
題
は
よ
り
多
様

化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
行
政
が
扱
う
事
案
も
広
範

囲
に
及
び
、
そ
の
た
め
、
議
会
に

お
い
て
議
員
全
員
が
議
場
で
、
詳

細
か
つ
効
率
的
に
多
く
の
議
案
を

審
議
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
議
員
の
中
か
ら
数
名

を
指
名
し
委
員
会
を
つ
く
り
、
分

野
ご
と
に
審
査
・
調
査
を
行
う
こ

と
で
審
議
を
よ
り
専
門
的
・
能
率

的
な
も
の
と
し
ま
す
。こ
れ
を「
委

員
会
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
も
こ
の
「
委
員
会
制

度
」
を
採
用
し
て
お
り
、
分
野
ご

と
に
３
つ
の「
常
任
委
員
会
」、 「
議

会
運
営
委
員
会
」、「
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
６
名
の
議
員
が
委
員
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
常
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
特
定
の
案
件
を
審
査
・
調
査

す
る
た
め
「
特
別
委
員
会
」
を
必

要
に
応
じ
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

改
選
後
初
の
議
会
で
議
長
は
、

各
委
員
会
の
委
員
を
指
名
し
ま
す
。

指
名
さ
れ
た
委
員
は
、
委
員
間
で

委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
互
選
し

ま
す
。

　

今
臨
時
会
に
お
い
て
も
、
松
本

議
長
か
ら
新
た
に
各
委
員
が
指
名

さ
れ
委
員
会
が
構
成
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
で
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
各
委
員
会
と
も
委
員
の

任
期
は
２
年
で
す
。

下野市議会の委員会

■議会運営委員会
■議会だより編集委員会
■総務常任委員会
■経済建設常任委員会
■教育福祉常任委員会

議会運営委員会
委 員 長 髙 山 利 夫 副委員長 須 藤　 勇
委 員 塚 原 良 子 委 員 若 林　 稔
委 員 岡 本 鉄 男 委 員 村 尾 光 子

　市議会定例会や臨時会の運営のあり方（会期や議

事日程の調整、一般質問や議案の取り扱いなど）に

ついて調査・協議を行います。

　また、市議会の会議規則や委員会条例の改正など、

議会運営に関連する議案についての審査を行います。

　委員会には委員のほか、議長及び副議長も出席し

ます。

議会だより編集委員会
委 員 長 村 尾 光 子 副委員長 塚 原 良 子
委 員 出 口 芳 伸 委 員 中 村 節 子
委 員 柳田柳太郎 委 員 石 田 陽 一

　議会の活動や意見等を皆様に周知すべく、議会だ

よりの原稿作成及び編集作業を行います。議会だよ

りは定例会にあわせ年４回（２月15日・５月15日・

８月15日・11月15日）発行しています。
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第
２
回
臨
時
会

常
任
委
員
会

　

議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等

（
人
事
案
件
な
ど
一
部
を
除
く
。）

や
請
願
、
陳
情
に
つ
い
て
、
詳

細
か
つ
慎
重
に
審
査
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
常
任
委
員
会
に

審
査
・
調
査
を
委
ね
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
委
員
会
付
託
」
と
い

い
ま
す
。

　

本
市
議
会
に
は
３
つ
の
常
任

委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

議
案
等
は
分
野
（
所
管
）
ご
と

に
振
り
分
け
ら
れ
各
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
す
。
委
員
会
は
そ

れ
ぞ
れ
６
名
の
議
員
で
構
成
さ

れ
、
説
明
員
と
し
て
担
当
部
課

長
が
出
席
し
質
疑
を
行
い
ま
す
。

質
疑
が
終
了
し
た
後
、
委
員
長

は
採
決
を
と
り
、
そ
の
結
果
を

議
会
に
報
告
し
ま
す
。
議
会
は

そ
の
結
果
報
告
を
受
け
、
最
終

的
に
本
会
議
（
議
場
）
で
議
案

の
可
否
を
議
決
し
ま
す
。

　

各
常
任
委
員
会
は
定
例
会
の

会
期
中
、
お
お
よ
そ
１
〜
２
日

間
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
主

に
、
国
分
寺
庁
舎
３
階
に
あ
る

３
０
２
・
３
０
３
委
員
会
室
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
席
に
限
り
が

あ
り
ま
す
が
本
会
議
と
同
様
に

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総務常任委員会
委 員 長 秋 山 幸 男 副委員長 岩 永 博 美
委 員 中 村 節 子 委 員 小谷野晴夫
委 員 塚 原 良 子 委 員 若林　　稔

　総務常任委員会は、総合政策部、総務部、市民生

活部、会計課及び行政委員会事務局の所管する事項、

並びに他の常任委員会の所管に属しない事項を調査・

審査します。

教育福祉常任委員会
委 員 長 大 島 昌 弘 副委員長 髙 橋 芳 市
委 員 出 口 芳 伸 委 員 須 藤　 勇
委 員 松 本 賢 一 委 員 村 尾 光 子

　教育福祉常任委員会は、健康福祉部及び教育委員

会の所管に属する事項を調査・審査します。

経済建設常任委員会
委 員 長 石 田 陽 一 副委員長 野 田 善 一
委 員 柳田柳太郎 委 員 髙 山 利 夫
委 員 磯 辺 香 代 委 員 岡 本 鉄 男

　経済建設常任委員会は、産業振興部、建設水道部

及び農業委員会事務局の所管に属する事項を調査・

審査します。
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平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
関
す
る
諮

問
１
件
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算

案
２
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
案
３
件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案

３
件
の
計
９
件
が
提
出
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ほ
か
、
損
害
賠
償
額
の
決

定
に
関
す
る
専
決
処
分
及
び
平
成

25
年
度
予
算
に
関
す
る
繰
越
額
の

報
告
計
５
件
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
採
択
に
よ
る
意
見

書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え
方
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

6月5日(木)～19日(木)6月5日(木)～19日(木)

平成26年 第２回平成26年 第２回

定 例 会定 例 会

　

６
月
の
記
録
的
降
雨
等
の
影
響

を
受
け
、
麦
の
種
子
が
収
穫
前
の

穂
に
つ
い
た
状
態
で
発
芽
す
る

「
穂
発
芽
」が
発
生
、
深
刻
な
被
害

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の

支
援
策
と
し
て
、
次
期
作
付
用
種

子
購
入
費
に
対
す
る
補
助
金
１
０

７
４
万
８
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
労
務
単
価
の
上
昇

に
伴
う
庁
舎
建
設
な
ど
の
建
設
工

事
費
の
増
額
や
消
費
税
率
引
き
上

げ
へ
の
影
響
緩
和
措
置
で
あ
る

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」に
関
す
る
事

務
事
業
費
、
文
化
芸
術
活
動
拠
点

整
備
の
検
討
に
必
要
な
予
算
措
置

な
ど
が
歳
出
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算

記
録
的
降
雨
に
よ
る
麦
被
害
に

対
し
、
支
援
費
を
計
上

■平成26年度補正予算

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計
（第２号・第３号） 6,525万円 239億7,625万円

条
例

　
　

そ
の
他

下
野
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休

業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
・
下

野
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
及

び
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

下
野
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
「
下
野
市
文
化
芸
術
活
動
拠
点

整
備
検
討
委
員
会
」
設
置
の
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

市
の
境
界
変
更
・
市
の
境
界
変

更
に
伴
う
財
産
の
処
分
に
関
す

る
協
議

　

県
営
針
ヶ
谷
地
区
土
地
改
良
事

業
の
施
行
に
伴
い
、
下
野
市
と
宇

都
宮
市
の
境
界
を
変
更
す
る
こ
と

及
び
財
産
処
分
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き

議
決
し
ま
し
た
。

町
又
は
字
の
廃
止
及
び

町
又
は
字
の
区
域
の
変
更

　

県
営
武
名
瀬
川
地
区
土
地
改
良

事
業
の
施
行
に
伴
う
大
字
、
字
の

廃
止
及
び
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
２
６
０
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
議
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
繰
越
明
許
費
等
の

報
告

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
に
お
い
て
、
左
の
と
お
り

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
旨
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

■平成25年度継続費・繰越明許費

継続費・繰越明許費名 繰越額

一般会計継続費 3,800万円

一般会計繰越明許費 10億2,922万5,000円

公共下水道事業
特別会計繰越明許費

1,070万円

仁良川地区
土地区画整理事業
特別会計繰越明許費

8,178万円

穂に実ったまま発芽する「穂発芽」(矢印）。収穫期に長雨など

の気象条件が重なると発生し、麦の品質は著しく低下する。

⬅

第
２
回
定
例
会
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請
願
・
陳
情

■選挙管理委員会委員を選挙

　本市選挙管理委員会委員４
名及び同補充員４名を市議会
の指名により選挙しました。
委員の任期は平成26年６月16
日から平成30年６月15日まで
となります。補充員は委員が
何らかの理由で欠けた場合、
順位に従い委員になります。

■人権擁護委員候補者の推薦

　海老原冨美男氏の任期が９月
30日をもって満了となることか
ら、実績と信頼のある同氏を人
権擁護委員として再任すること
として推薦しました。

氏 名 住　所 新・再

海
え

老
び

原
はら

 冨
ふ

美
み

男
お

下野市三王山 再任

■下野市選挙管理委員会委員

氏　名 住　所 新・再

青
あお

木
き

　貞
さだ

夫
お

下野市小金井 再任

上
うえ

野
の

　清
せい

一
いち

下野市薬師寺 新任

金
かね

田
た

　幸
さち

子
こ

下野市橋本 再任

園
その

部
べ

　孝
こう

一
いち

下野市祇園 新任

■下野市選挙管理委員会補充員

氏　名 住　所 順 位

大
おお

木
き

　　德
いさお

下野市下古山 1

永
なが

吉
よし

　政
まさ

美
み

下野市薬師寺 2

菅
すが

沼
ぬま

みや子
こ

下野市薬師寺 3

野
のぐ

口
ち

　礼
れい

子
こ

下野市仁良川 4

■平成26年第2回定例会において審査された請願・陳情

件　　名 請願等の趣旨 紹介議員
付託常任
委員会

審査結果

通学路の整備に
関する請願

成田地区から町田地区までの区間約600ｍの通学路が、交通量の増加等により歩
行者に危険な状況にある。
また、雨天時は路肩がぬかるみ、児童は車道を歩行せざるをえない状況にあるた
め、早急に歩道整備を願う。

秋山 幸男 経済建設 趣旨採択

「介護・医療総合
確保法案」の撤回
を求める陳情

介護・医療の「制度改革」は、国民や自治体への影響が大きいため、各方面の意
見を十分に聞いて、慎重審議するべきものであり、下記について意見書を採択さ
れて関係各方面に送付願いたい。
●安易な急性期医療ベッドの削減と機械的な早期退院の強要をしないこと
●介護保険要支援者の「訪問介護」、「通所介護」を保険給付から外さないこと
●介護保険サービスの自己負担を増やさないこと
●特別養護老人ホーム利用者を要介護３以上に限定しないこと

なし 教育福祉 趣旨採択

「特定秘密保護法
の廃止を求める意
見書」の採択を求
める陳情

昨年12月に臨時国会で成立した「特定秘密保護法」は国民主権、基本的人権、平
和主義という日本国憲法の基本原則にことごとく反しており、民主主義の基盤を
崩壊させる恐れがある。国及び政府に対し「特定秘密保護法の廃止を求める意見
書」を提出するよう要望する。

なし 総　　務 不採択

「憲法解釈の変更
による集団的自衛
権の行使容認に反
対する意見書」の
採択を求める陳情

東アジア等の複雑な国際問題に対しては、事態が深刻化する前に憲法９条を踏ま
えた積極的な平和外交を展開する必要がある。そのためには、戦争に向けて危機
感を煽るのではなく、いたずらに敵を作らず、「自衛戦争」を必要としない国際
関係の構築に主導権を発揮することこそ、平和主義を貫く日本の果たすべき役割
であると考える。よって、国及び政府に対し意見書を提出するよう要望する。

なし 総　　務 継続審査

「労働者保護ルー
ルの見直しに関す
る意見書」の提出
を求める陳情

政府内では、成長戦略の名のもとに、雇用労働者保護の後退を招く恐れのある議
論がなされている。これは政府の掲げる「経済の好循環」とは全く逆の動きであ
るといえる。議論は労働者保護ルールそのものに留まらず、労働政策に関わる方
針策定の在り方にも及んでいる。雇用労働政策は公労使の三者により、公平公正
に議論すべきものと考えるので、意見書を採択されて、国へ提出いただきたい。

なし 経済建設 採　　択

　

今
定
例
会
で
審
査
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
５
件
で
す
。
う
ち
１
件
が
採

択
と
な
り
、
意
見
書
を
国
の
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

平成26年第２回臨時会・第２回定例会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　除…除斥による退席　欠…欠席　－…表決なし

議案等
番号

付　議　事　件

表
決
結
果

出
口　

芳
伸

中
村　

節
子

柳
田
柳
太
郎

大
島　

昌
弘

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

小
谷
野
晴
夫

須
藤　
　

勇

秋
山　

幸
男

塚
原　

良
子

若
林　
　

稔

野
田　

善
一

髙
山　

利
夫

岩
永　

博
美

磯
辺　

香
代

松
本　

賢
一

岡
本　

鉄
男

村
尾　

光
子

同意 5号 下野市監査委員の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
な
い

除 ○

承認 1号 専決処分の承認（平成25年度一般会計補正予算（第８号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 2号 専決処分の承認（市税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 3号 専決処分の承認（市都市計画税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 4号 専決処分の承認（市国民健康保険税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案44号 平成26年度一般会計補正予算(第１号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問 1号 人権擁護委員の候補者の推薦 答申 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案45号 平成26年度一般会計補正予算(第２号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案46号 市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案47号 市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案48号 市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案49号 市の境界変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案50号 市の境界変更に伴う財産の処分に関する協議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案51号 町又は字の廃止及び町又は字の区域の変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案52号 平成26年度一般会計補正予算(第３号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 2号 通学路の整備に関する請願 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 3号 「介護・医療総合確保法案」の撤回を求める陳情 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 4号 「特定秘密保護法の廃止を求める意見書」の採択を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

陳情 5号
「憲法解釈の変更による集団的自衛権の行使容認に反対する意見書」の採択を求
める陳情の常任委員会継続審査の申出

継続審査 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ●

陳情 6号 「労働者保護ルールの見直しに関する意見書」の提出を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 4号 「労働者保護ルールの見直しに関する意見書（案）」の提出 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
２
回
定
例
会
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常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

　

定
例
会
で
委
員
会
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
・
陳
情
等
に
つ
い
て
、

各
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

総 務

新
庁
舎
建
設
費
用
に
つ
い
て

教 育
福 祉
「
文
化
芸
術
活
動
拠
点
整
備
検
討
事
業
」
に

つ
い
て

経 済
建 設
市
道
１–
７
号
線
の
整
備
に
つ
い
て

答

答

答

問

問

問

庁
舎
建
設
事
業
費
（
新
庁

舎
建
設
工
事
）
は
、
労
務

建
設
等
に
関
す
る
予
算
規

模
に
関
し
、
ど
の
程
度
を

「
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
」

に
お
け
る
１–

７
号
線
整

単
価
の
上
昇
に
よ
り
４
０
０
０
万

円
の
増
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
が
、

労
務
単
価
の
改
定
は
定
期
的
に
行

わ
れ
る
の
か
。

考
え
て
い
る
の
か
。

備
事
業
で
、
国
道
４
号
線
の
祇
園

原
交
差
点
か
ら
の
右
折
車
線
は
、

上
下
線
と
も
拡
幅
の
予
定
が
あ
る

の
か
。

建
築
の
労
務
単
価
は
、
年

1
度
、
通
常
7
月
に
改
定

市
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
検

討
し
た
上
で
、
建
設
費
に

国
道
工
事
事
務
所
と
の
協

議
に
よ
り
、
上
下
線
の
右

さ
れ
る
が
、
今
回
は
急
騰
し
た
た

め
前
倒
し
で
、
2
月
改
定
と
な
っ

た
。

は
民
間
活
用
を
考
え
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
財
政
課
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
き
た
い
。

折
車
線
の
拡
幅
を
順
次
整
備
し
て

い
く
。

第
2
回
定
例
会

会
期
日
程

６
月

５
日　

本
会
議【
開
会
】

　
　
　
　
　

（
議
案
の
説
明
）

６
日　

本
会
議（
一
般
質
問
）

９
日　

本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日　

本
会
議

　
　
　

（
議
案
の
質
疑
、委
員

　
　
　

会
付
託
）

11
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

（
付
託
案
件
審
査
）

12
日　

経
済
建
設
常
任
委
員

　
　
　

会（
付
託
案
件
審
査
）

13
･
16
･
17
日　

　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員

　
　
　

会（
付
託
案
件
審
査
）

19
日　

本
会
議【
閉
会
】

　
　
　

（
委
員
長
報
告
、表
決
）

新庁舎建設工事現場

委

員

会

報

告

石橋駅方面

自治医大駅方面

祇園原交差点

市道
1-7号線

国
道
4
号
線

自
治
医
大
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請
願
・
陳
情
審
査

　

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

請
願
及
び
陳
情
に
つ
き
ま
し
て
、

審
査
の
際
に
出
さ
れ
た
意
見
の
一

部
を
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　

委
員
会
で
の
審
査
結
果
及
び
本

会
議
に
お
け
る
表
決
の
結
果
は
９

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

経 済
建 設
「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

総 務
「
特
定
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

意
見

意
見

●
労
働
者
の
権
利
よ
り

も
経
営
者
に
有
利
な
労

●
特
定
秘
密
の
定
義
が

あ
い
ま
い
で
、
何
が
秘

働
基
準
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

●
成
果
主
義
は
必
要
で
あ
ろ
う
が
、

心
身
の
不
調
な
ど
社
会
的
な
病
理

を
助
長
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
。

●
労
働
者
の
権
利
や
生
活
は
、
公
お
お
や
け

密
か
が
明
か
さ
れ
な
い
と
い
う
点

で
危
険
な
法
律
で
あ
る
。

●
知
る
権
利
も
重
要
で
あ
る
一
方
、

国
の
安
全
を
守
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
防
衛
・
外
交
・
テ
ロ
対
策
等
の

秘
密
を
守
る
こ
と
は
、
国
の
安
全

を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。

●
法
案
成
立
に
よ
り
、
国
際
社
会

か
ら
の
信
用
も
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審

査
に
当
た
り
、
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

通
学
路
の
整
備
に
関
す
る
請
願
の
審
査
に
あ

た
り
、
状
況
を
確
認
す
る
た
め
現
地
を
調
査
し

ま
し
た
（
６
月
11
日
）。

　

調
査
場
所
は
成
田
地
区
か
ら
町
田
地
区
を
南

北
に
つ
な
ぐ
市
道
２-

11
号
線
の
小
学
校
通
学

路
区
間
で
す
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
査
に
あ
た
り
、「
学

校
・
地
域
連
携
重
点
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
の
内

容
を
調
査
す
る
た
め
、
吉
田
西
小
学
校
を
訪
問

し
ま
し
た
（
６
月
13
日
）。

　

敷
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ビ
オ
ト
ー
プ
な

ど
を
視
察
し
、
担
当
者
か
ら
事
業
の
詳
し
い
内

容
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。

委

員

会

報

告
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問

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
で
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
を

　
　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
を
展
開
し
て
い
く

少
子
高
齢
化
社
会
に

お
い
て
、
自
治
体
の

塚 原 良 子議員

１．子育て支援策の拡充で子育
　て世代の定住促進を
２． ファミリーサポートセンター
事業の安全性確保について

答

問 問
存
続
は
子
育
て
世
代
の
定
住

増
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
に
な
る
べ
く

子
育
て
支
援
策
を
充
実
さ
せ

子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
に

果
敢
に
取
り
組
む
べ
き
。
以

下
を
問
う
。
①
第
３
子
以
降

の
幼
稚
園
・
保
育
園
保
育
料

の
所
得
制
限
な
し
・
入
学
前

ま
で
の
無
料
化
を
。
②
18
歳

ま
で
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

を
（
所
得
制
限
あ
り
）。
③

人
口
流
出
防
止
、
転
入
促
進

を
図
る
た
め
子
育
て
世
代
の

戸
建
て
住
宅
購
入
優
遇
策
を
。

市
長　

①
保
育
料
免

除
を
未
就
学
児
ま
で

拡
大
し
た
場
合
、
１
８
０
０

万
円
の
市
負
担
増
と
な
る
。

子
育
て
に
係
る
経
済
的
負
担

軽
減
策
に
つ
い
て
は
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
と
の
連
携
も
図
り
な
が

ら
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
②
対
象
年
齢
の
拡

充
を
図
り
た
い
と
考
え
る
が
、

医
療
費
負
担
の
増ぞ
う

嵩こ
う

は
将
来

に
わ
た
る
財
政
負
担
要
因
と

な
る
の
で
、
拡
大
範
囲
に
つ

い
て
は
慎
重
に
判
断
す
る
。

③
ど
の
制
度
が
よ
り
効
果
的

に
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
か
、

調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

答

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
市
政
に
対
し
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要

約
し
て
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

掲
載
は
１
人
に
つ
き
１
項
目
と
し
、
ほ
か
の
質
問
事
項

は
項
目
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

12

子育て支援センターつくし（ゆうゆう館内）
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問

合
併
10
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
伺
う

　
　

式
典
・
市
歌
制
定
の
ほ
か
記
念
切
手
発
行
を
検
討
す
る

合
併
し
て
８
年
が
過

ぎ
、
合
併
10
周
年
に

大 島 昌 弘議員

１．合併10周年について

答

問 問
向
け
て
各
部
局
で
は
、
本
市

の
魅
力
を
発
信
し
市
民
の
一

体
感
を
醸
成
す
る
た
め
の
事

業
を
考
え
て
い
る
の
か
。
記

念
切
手
の
発
行
は
ど
う
か
。

ま
た
、
市
歌
制
定
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

平
成
27
年
度

の
合
併
10
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
る
年
に
当
た

り
、
将
来
に
向
か
っ
て
夢
と

希
望
あ
ふ
れ
る
飛
躍
に
つ
な

が
る
よ
う
、
全
庁
体
制
で
取

り
組
む
。
記
念
式
典
を
初
め

10
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
各
種
団
体
・
市
民
等

が
例
年
実
施
し
て
い
る
事
業

で
工
夫
を
凝
ら
し
、
内
容
の

充
実
を
図
る
。
広
報
活
動
と

し
て
は
、
懸
垂
幕
・
チ
ラ
シ
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

答

市
街
化
区
域
・
調
整
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　

区
域
指
定
に
つ
い
て
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る

本
市
は
、各
種
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
「
住
み
よ

野 田 善 一 議員
１ ．合併特例債の今後の活用策
について
２．市の人口増大策について

答

答

問 問
い
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査
」

で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
人
口

の
増
大
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、

優
良
な
宅
地
の
供
給
量
の
絶

対
的
な
不
足
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
国
は
規
制
緩
和

の
一
環
と
し
て
都
市
計
画
法

を
改
正
、
県
も
そ
れ
に
対
応

し
て
条
例
を
制
定
し
た
が
、

本
市
も
活
性
化
の
手
段
と
し

て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

市
街
化
区

域
・
調
整
区
域
の
区

域
区
分
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
ら
策
定
作
業
に
入

る
次
期
総
合
計
画
に
お
い
て

定
住
人
口
増
加
を
目
指
す
た

め
の
施
策
の
充
実
を
図
り
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

見
直
し
な
ど
も
含
め
、
戦
略

的
な
施
策
を
構
築
し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
等
に
よ
り
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
懸

念
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、

市
街
化
調
整
区
域
内
の
開
発

行
為
の
許
可
基
準
の
緩
和
策

と
し
て
、
条
例
で
指
定
す
る

土
地
の
区
域
内
で
は
建
築
物

等
の
用
途
を
限
定
し
た
上
で

開
発
行
為
を
許
可
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。
本
市
も
本
年

度
中
の
区
域
指
定
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

記
念
切
手
の
発
行
に
つ
い

て
は
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
有

効
な
事
業
と
し
て
、
市
民
の

参
画
を
取
り
入
れ
事
業
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。

　

市
歌
制
定
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
に
制
定
委
員
会
を
設

置
し
、
具
体
的
な
策
定
作
業

に
入
り
平
成
28
年
度
の
新
庁

舎
開
庁
に
合
わ
せ
て
発
表
す

る
。

一

般

質

問
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問

新
し
い
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
を

　
　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
の
実
施
に

予
防
給
付
を
見
直
し

地
域
支
援
事
業
を
充

磯 辺 香 代議員

１ ．市総合計画（基本計画）と
市長公約
２ ．介護保険制度の改正につい
て

答

問 問
実
さ
せ
る
と
い
う
新
し
い
介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
「
医
療
か
ら

介
護
へ
」「
施
設
か

ら
在
宅
へ
」
の
方
向
性
を
踏

ま
え
た
改
革
の
第
一
歩
で
、

団
塊
世
代
が
75
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
て
い
る
。
今
回
の

見
直
し
は
、
軽
度
の
高
齢
者

に
、
医
療
や
介
護
以
外
の
清

掃
や
ゴ
ミ
出
し
等
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の

サ
ー
ビ
ス
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
に

よ
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
行

わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
全
国
一

律
だ
っ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
は
、
市
町
村
が
地
域
の
実

答

き
ら
ら
館
の
改
修
予
定
に
つ
い
て

　
　

温
浴
施
設
は
９
月
で
廃
止
・
28
年
度
に
改
修
予
定

温
浴
施
設
の
廃
止
は

利
用
者
に
と
っ
て
大

岩 永 博 美 議員
１ ．きらら館の改修予定について
２．市政10年史について

答

答

問 問
変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
利

用
者
が
激
減
し
、
合
併
後
の

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
３
つ
の

温
浴
施
設
見
直
し
の
結
果
で

あ
り
、
や
む
を
得
な
い
。
改

修
計
画
の
検
討
会
の
構
成
・

開
催
時
期
・
改
修
期
間
を
伺

う
。

市
長　

市
民
の
健
康

志
向
の
高
ま
り
に
対

応
し
、
健
康
維
持
メ
デ
ィ
カ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
し

て
高
齢
者
を
初
め
と
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
需
要
の
高
ま
り

に
対
応
す
る
た
め
、
医
療
機

関
と
の
連
携
の
も
と
成
人
病

予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
等
、
介
護

予
防
を
意
識
し
た
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
。
機
能
集
約
の

一
環
と
し
て
温
浴
施
設
は
本

年
９
月
末
を
も
っ
て
廃
止
、

高
齢
福
祉
課
及
び
健
康
増
進

課
の
新
庁
舎
へ
の
移
転
後
の

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
図

れ
る
よ
う
全
庁
的
な
検
討
を

行
い
改
修
を
進
め
る
。
検
討

会
は
健
康
福
祉
部
を
中
心
に

総
合
政
策
課
を
含
め
構
成
し
、

５
月
に
第
１
回
目
を
開
催
し

た
。
本
年
度
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
能
を
中
心
と
し
た
改
修

内
容
の
検
討
を
行
い
、
27
年

度
に
実
施
計
画
、
28
年
度
に

改
修
工
事
を
実
施
し
た
い

情
に
即
し
て
実
施
す
る
地
域

支
援
事
業
へ
移
行
す
る
。

移
行
に
あ
た
り
要
の

働
き
を
す
る
の
は
ど

問答
こ
か
。

市
長　

高
齢
福
祉
課

と
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
だ
。
特
に
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
が
必
要
だ
が
、

職
員
の
定
着
率
が
低
い
状
態

に
あ
る
。
職
員
体
制
も
含
め

総
合
的
な
検
討
を
加
え
た
い
。

きらら館のトレーニング室

一

般

質

問
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問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
正
規
職
員
の
配
置
を

　
　

正
規
職
員
を
配
置
し
て
機
能
強
化
を
図
り
た
い

現
在
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

村 尾 光 子 議員
１ ．「学びの共同体」の学校改革
に取り組まれたい
２ ．障害者差別解消法施行に向
けての準備はどうか
３ ．地域包括支援センターに正
規職員を配置されたい

答

答

問 問
専
門
職
で
は
あ
る
が
全
員
と

も
非
常
勤
特
別
職
の
配
置
で

あ
り
、
職
員
の
定
着
率
が
低
い
。

今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
中
核
と
な
る
こ

と
か
ら
、
正
規
常
勤
職
員
の

配
置
を
求
め
る
。

市
長　

介
護
保
険
法

改
正
に
伴
い
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
実
現
に

向
け
た
中
核
的
な
機
関
と
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
重
要
な

位
置
付
け
と
な
る
。
こ
れ
ま

で
直
営
と
民
間
委
託
と
い
う

形
で
地
域
ご
と
に
対
応
し
て

き
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
共

同
会
議
等
で
問
題
意
識
の
共

有
化
を
図
っ
て
き
た
が
、
地

域
内
で
の
動
き
に
と
ど
ま
り
、

担
当
部
・
課
の
積
極
的
な
関

与
が
少
な
か
っ
た
と
の
反
省

も
あ
る
。
職
員
は
一
年
契
約

の
雇
用
と
不
安
定
だ
。

　

今
後
、
直
営
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
わ

ち
は
基
幹
型
と
し
て
の
強
化

を
図
る
た
め
正
職
員
配
置
を

検
討
、
委
託
の
２
地
区
に
つ

い
て
も
正
職
員
を
配
置
せ
ね

ば
と
考
え
る
が
、
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
形
と
併
せ
て
検

討
し
、
早
急
に
対
応
す
る

南河内児童館内にある

地域包括支援センター「みなみかわち」

5月
15日　第２回臨時会
19日　総務常任委員会
20日　経済建設常任委員会
22日　教育福祉常任委員会
29日　議会運営委員会
　　　議員全員協議会

6月
５～19日　第２回定例会
19日　議会運営委員会
　　　議員全員協議会
　　　議会だより編集委員会
26日　石橋地区消防組合議会臨時会
27日　県南公設地方卸売市場事務組合議会臨時会

7月
１日　議会だより編集委員会
16日　福島県会津美里町議会来庁
　　　～新庁舎実施設計に至るまでの
　　　　　　 　　　スケジュールと体制について～
18日　教育福祉常任委員会
　　　議員全員協議会
22日　長崎県松浦市議会来庁
　　　～児童表彰について・デマンドバスについて～
24日　議会だより編集委員会
　　　県南６市議会議長会議（真岡市）
　　　県南６市議会議長会研修会（真岡市）
31日　議会だより編集委員会
      栃木県市議会議長会議（大田原市）
　　　栃木県市議会議長会研修会（大田原市）

議 会 の 動 き

第３回定例会

9月2日㈫開会予定
詳しい日程は決定次第、市ホームページ

http://www.city.shimotsuke.lg.jp
でお知らせいたします。 

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧
（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム

　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　 shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
・南河内図書館・石橋図書館・国分寺図書館
※ 会議録作成に時間を要するため、若干遅延する
場合がありますが、ご了承願います。
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こ
の
と
こ
ろ
、
国
に
お

い
て
は
重
要
な
方
針
が
矢

継
ぎ
早
に
変
更
さ
れ
て
い

ま
す
。
民
意
を
汲
む
べ
き

基
礎
的
自
治
体
議
会
と
し

て
何
を
な
す
べ
き
か
、
何

が
で
き
る
か
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
昨
今
で
す
。

　

４
月
の
市
議
会
議
員
改

選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
も
新
た
な
顔

ぶ
れ
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

か
ら
市
民
の
皆
様
へ
の
最

も
重
要
な
情
報
発
信
の

ツ
ー
ル
で
す
。『
正
確
に
、

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み

や
す
く
』
を
心
が
け
る
の

は
無
論
の
こ
と
で
す
が
、

皆
様
か
ら
多
く
の
ご
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
双
方
向
性

も
あ
る
広
報
誌
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
編
集
委
員

会
が
築
い
て
い
た
基
本
方

針
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新

た
な
工
夫
も
加
え
ら
れ
る

よ
う
、
編
集
委
員
一
同
努

力
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
に
。

（
村
尾
光
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委

員

長　

村
尾　

光
子

副
委
員
長　

塚
原　

良
子

委　
　

員　

出
口　

芳
伸

中
村　

節
子

柳
田
柳
太
郎

石
田　

陽
一

　

（
５
月
15
日
現
在
）

次
号（
第
34
号
）は
11
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

16下野市議会だよりＮｏ.33

議会だよりに関する
ご意見ご感想をお聞かせください  
　ご意見・ご感想は、ホームページ、メール、
電話、またはＦＡＸにてお願いします。

①小さくて目立たないけれど、
遊具がちょっとしゃれています。
木々に囲まれていて、
春には桜がきれいです。
水飲み場あり。

（南河内地区）

②２つの川が合流するところにある、
川辺の小さな公園です。
遊具はありませんが、川のせせらぎに
心が癒されます。

（石橋地区）

③ゲートボール場があります。
小さい公園ですが、
大きなあずまやが目を引きます。

（国分寺地区）

答えは14ページに !

公園紹介園紹介園紹介

ここど～こだ??
わがまち探検クイズ


